
１．森林経営計画の区域設定について
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「自伐林家等が林班単位で計画を策定しがたい」など地域の実情

資料④



２．森林経営管理の担い手について

県環境税事業の実施

林業事業体に直・再委託

森林環境譲与税を財源に間伐等を実施

既存制度
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３．環境保全林整備事業と環境保全林の設定

〇環境保全林整備事業の実施に関する協定書（抜粋）

（協定の目的）
第１条 環境保全林整備事業の対象となる森林の所有者○○○（以下
「甲」という。）、事業主体の長である○○○○（以下「乙」という。）
及び○○市（町村）長（以下「丙」という。）は、第３条に掲げる森林の
水源かん養機能や水質浄化機能、土砂流出防止機能、生物多様性保全機能
などの公益的機能の維持・向上・回復を目的に、この協定を締結する。

（協定の期間）
第２条 この協定の期間は、 年 月 日から 年 月 日までとする。
（１０年以上）

〇１００年の森林づくり計画（森林配置計画）
林班ごとに区分、木材生産林と環境保全林を明確化（H29年度)

１００年の先の望ましい森林の配置計画面積
(岐阜県下）
木材生産林： １９９，１７０ha
環境保全林： ４８３，９７４ha
観光景観林： ５０，２６８ha
生活保全林： １７，０２４ha

「今回の変更では」
１２１林班、１２２林班を木
材生産林から環境保全林
へ変更しました。
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